
平成 30 年度 各種調査結果等を活用した学力保障の取組事例 

事務所名 中部教育事務所 学校名 遠野市立宮守小学校 TEL 0198-67-2135 

【今年度の目標】 

１ 教科調査について 

 ・県学調の県平均正答率を上回る。 

 ・全国学調、県学調の「読むこと」「量と測定」領域の全国比、県比の向上(H29より向上させる)。 

  「読むこと」全国比 A-7.7%・B-11.7%以上 県比-10.4%以上 

  「量と測定」全国比 A-6.3%・B-3.2%以上 県比+2.1%以上 

２ 児童質問紙について 

 ・「学校の授業以外での読書時間」の 10分未満の割合を減らす。（H29の 28%より減らす） 

 

【組織的な対応を図る上で工夫した点】 

１ 問題点･成果を共有しやすい結果分析 

２ 課題共有の場を何度も設定 

３ 活用しやすい事後指導資料 

４ 研究ともりっ子キャンペーン 

 

【具体的な取組】 

 
１ 調査結果をどのように分析したか  ～組織的な対応のための調査結果資料作成上の工夫点～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４つの C(CHANCE CHALLENGE CHANGE CONFIDENCE)で取り組む組織的学力向上 
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〈学力向上取組の組織〉 

教師も児童も合い言葉は「Ｃhance をつかみＣhallenge しＣhange することで

Ｃonfidence を高める」４つのＣ 



２ どのように学校で課題を共有したのか ～組織的対応を目指した課題共有の手立て～ 

（１）全校課題の学級経営案への位置付け 

 

 

 

 

 

  

 

（２）毎月の職員会議 

 

 

 

（３）学力向上チェックポイント 

 学力向上年間計画の取組状況をチェックする時期を設

定し、5 月末・1 学期末・10 月末・2 学期末・3 学期末に

担任・教務･研究主任がチェックを行った 

 

 

 

 

３ 明らかになった課題などを克服するためにどのように取り組んだか  

～組織的な対応のための手立て～ 

（１）補充指導のための資料の工夫 

①ＮＲＴアンダーアチーバー児童についての資料 

★当該児童だけ誤答･無答の問題等結果のまとめ 

★担任と教務との話合い⇒現状と今後の相談⇒課題点･改善策等 

☆補充指導時・日常の学習習慣の改善に資料活用 

②通過率の低い問題の年間指導計画への書き込み 

 ⇒授業で気を付けて指導してほしい箇所を示す。 

 ☆ＮＲＴ低正答率問題の躓きを授業で改善しやすくする。 

（４）「研究ともりっ子キャンペーン」取り組み状況の職員室への貼出し 

※参考「横手北小学校学級経営案」 

〈左図は６年学級経営案より〉 

「読むこと」対策ドリル・「振り返り」「授業相互
参観」等（後述）の進捗状況の職員室への掲
示 

他のクラスの状
況も意識 

漏れのない全員
での取組 

調査結果分析・調査問題・毎月
の重点・チェックポイント集計等
を毎月確認 
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全校 
課題２ 

学級の実態に合わせて担任が記入 

全校 
課題１ 

学級の実態に合わせて担任が記入 

  

•｢読むこと｣｢量と測定｣｢読書｣
を学級経営案へ位置付け。 

  

•一人ひとりの担任が学級に適し
た取組を計画 

  

•学期毎に反省。他の学級の取
組も参考に改善。 



〈中学校区授業交流研究会〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全国学調の誤答原因資料 

⇒ 誰がどの誤答パターンであったか・原因は何か ⇒ 補充指導につなげる。⇒ ９月に補充時間（後述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究ともりっ子キャンペーン （「ともりっ子」は地元の「砥森山」にちなんだ名称です） 

遠野西中学校区５校共通の授業視点「意欲の向上」「言語活動の充実」＋ 県の授業づく 

りの視点「振り返り」で授業改善を行っている。本校では「研究ともりっ子キャンペーン」 

として、中学校区で取り組んでいる授業改善の視点での授業相互参観・共通ドリルの進捗 

状況・振り返りの質的向上等に全員で取り組んだ。取組状況は職員室内に掲示し、互いに 

確認した。 

誤答の原因の見出し 

注目度を高める工夫 

問いの概要を掲載 
問題文が手元になくても分かるように 

解答類型 
学調集計を利用 

間違えた児童 
補充指導の際に活用 

誤答の原因についての考察 
全国学調報告書（国立教育政策研究所）も活用 

教科書単元との関連 

誤答を授業に活かす 

SP 表から、他の児童が

できているが、この児

童はできていない問題

を抽出 

問題番号と通過率（本校/

全国）と手引きの解説 

教科書の関連問題の

ページ・問題番号と

問題 



 

 

 

 

 

 

（３）補充学習時間の確保（９月に４回） 

（４）日常の学力向上への取組の継続  

① 家庭学習頑張り週間 ⇒ 年４回家庭を巻き込み、めあてを意識させて 

② 朝学習 ⇒「読むこと」共通ドリル･音読 チャレンジタイム「活用」 

③ 全校テスト ⇒ ４・８・１月に漢字計算テストを実施。意欲化のため 

④ 保護者への働きかけ ⇒ ＰＴＡ総会･地区懇談会・面談で 

⑤ 全国･県の学力調査資料活用 

⑥ 家庭学習 ⇒「振り返り」をする。ノートの掲示でよい取組を紹介 
 

【成果】 

１ 職員集団にとって 

（１）補充指導の時間確保についての感想から 

「十分にはできなかったが、じっくりと色々な問題に取り組むことはできた」 

「復習したいと思っても教科も進めたいので、なかなかできなかったが、時間が設定されたのでできた。」 

「問題の考え方や解説ができた。」 

「ＴＴ的にやれたのがよかった。」 

（２）調査結果から作成した補充指導資料についての感想から 

「どうして間違えたのかが担任も子どもも分かった。例えば、算数のうろこ模様から正三角形 4 つでできている

図形を見つける問題では、2 名が、正三角形と直角三角形は同じ図形だと思っていたということが分かった。問

題を解く速さ・問題量の多さについていけなかったことも分かった。今回は 1 回に 2 問ずつ行ったので、解く

ことができた。間違えた児童名と誤答類別があったので、ピンポイントで指導ができた。」 

（３）研究ともりっ子キャンペーンについて 

「西中学校学区視点の授業改善の手立てを蓄積できた。」 

「振り返りの視点、時間の配分など授業の改善が進んだ。」 

２ 児童にとって 

（１）昨年度の課題としていた「読む」については、向上してき

ている。「量と測定」は算数 B で課題が残っている。 

（２）補充指導の時間確保についての児童の感想 

「解説が役に立った。一人勉強でもやった。」 

「どこをどんな風に直せばいいか分かった。」 

「解説されたのでよく分かった。一人勉強で練習できると思った。」 

「自分で考えるより先生とかみんなとやった方が分かり易かった。」 

「授業の時間を取らないから授業が遅れないのがよかった。」 
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〈PTA 総会で全国学調の出題を説明〉 

☆今年度の取組を次年度へも継続！〈５つ目の“C”〉“Continue” 
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〈特別時程により復習の時間を確保〉 
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